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It is important to manage soil moisture in the cultivated bed of strawberry ， because a size of 
cultivated bed size is limited. When we use a high conductivity soil， large amount of dis同
charge occure before soil moisture move over al of the cultivated bed. This large discharge 
lead to the loss of water and fertilizer ，and the contamination of groundwater. In this study we 









































































































































































y = -0.0019x + 0.263 
R2 = 0.8698 n ロ
ト-- 門
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2mmネット設置、潅水速度543cc/m/分の場合図-10
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不織布設置、潅水速度67cc/m/分の場合図-13
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潅水後10分後から排水が始まった。不識布の
場合、 2mmネットに比べて通水抵抗が大きいた
めに、排水が始まるのがやや遅くなっているよう
である。
5盆コンビューターシミュレーションによる土壌
水分動態解析
本研究では、栽培糟からの排水を出来るだけ少
なく、しかも短時間に全体に水分が行き渡る濯水
法について検討することである。そのためには、
数多くの場合について浸透実験を行う必要があ
る。現在で、は土壌水分動態に関しては、コンビュ
ータシミュレーションによって十分精度良く再現
できるので、本報では 3つの場合について
HYDRUS-2Dを用いてシミュレーションを行っ
た。初期の負圧は全層で-30cmで、ある。
( 1 )瀧水中部が中央に配霞された場合、謹水速
度はO.lcm/min(図-14)。
j荏水後12分、 30分、 60分後の水分を示してい
↓O.1cm/min 
給水開始後12分
るが、 60分経過しでも両端には水分が行き渡っ
ていない。下端からの排水は11分後から開始し
ている。
(2) 濯水チューブラインを2本配置した場合、
瀧水速度令はおのおの0.05cm/min(図-1
5)。
60分経過後は十分に水分は行き渡っているが、
排水はこの場合も7.5分頃から始まっているので、
さらに濯水速度を遅くする必要があるようであ
る。
(3)謹水中部が中央に配置された場合、 i麓水速
度はO.Olcm/min(図-16)。
比較的に土壌水分は横方向にも縦方向にも同じ
ように水分が広がっている。海水速度が遅いため
に、土壌水分もあまり増加しない。従って、土壌
水分が比較的に少ないので、透水性が小さく結果
的に重力排水の速度が遅くなる。
今後さらに最適な濯水方法についてシミュレー
ションを行う予定である。
給水開始後30分
給水開始後60分
随一14 濯水中部が中央に配置された場合、潅水速度はO.1cm/min
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図一15 潅水チューブラインを2本配寵した場合潅水速度は各々0.05
給水開始後12分
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詔一16 潅水中部が中央に配置された場合、潅水速度は0.01cm/min 
6.まとめ
濯水速度の速いチューフ、で、潜水すると、培土全
体に水分が行き渡る前に排水が始まってしまう
が、速度を遅くすると、比較的に全体に水が行き
渡る傾向がある。
さらに栽培摺!を白詰まりしにくいシートに変え
て同じような実験をしたが、十分に培土全体に水
分を行き渡らせることができないまま中央底部か
らの排水が始まってしまうことがわかった。
今後、人工培土の改良と濯水方法についてさら
に検討する必要がある。
